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令
和
２
年
11
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
し
た
。

11
月
24
日

本
会
議  （
委
員
長
報
告
（
決

算
）、
議
案
上
程

（
委
員
会
付
託
））

11
月
26
日

常
任
委
員
会

11
月
27
日

本
会
議 （
委
員
長
報
告
等
）

常
任
委
員
会

11
月
30
日

常
任
委
員
会

12
月
４
日

本
会
議 （
委
員
長
報
告
等
）

特
別
委
員
会

12
月
８
日

～
10
日

本
会
議 （
市
政
一
般
質
問
）

12
月
11
日

本
会
議  （
市
政
一
般
質
問
、

追
加
議
案
上
程

　
　
　

  （
委
員
会
付
託
）、

委
員
長
報
告
等
）

建
設
水
道
委
員
会

議
決
結
果
（
詳
細
は
Ｐ
６
、８
及
び
12
）

決
算
認
定
15
件

市
長
提
出
議
案　
原
案
可
決
37
件
、

　
　
　
　
　
　
　
人
事
案
件
同
意
１
件
、

　
　
　
　
　
　
　
専
決
処
分
の
報
告
２
件

議
員
提
出
議
案　
可
決
１
件

　
10
月
24
日
に
、
核
兵
器
の
開
発
か
ら
使
用

ま
で
一
切
を
全
面
的
に
禁
じ
る
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
国
が
50
か
国
に
達
し
、
90
日
後

の
令
和
３
年
１
月
22
日
に
条
約
が
発
効
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
長
崎
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
諮
る
た
め
の
臨
時
会
の
招
集

を
市
長
に
請
求
し
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

意
見
書
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会
の
概
要

11
月
定
例
会
の
概
要

核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書
　人類史上初めて核兵器の全面禁止を明文化した「核兵器禁止条
約」の批准国が50か国に達し、90日後の令和３年１月に条約が発
効することが確実となりました。
　被爆者の方々の「こんな思いを他の誰にもさせてはならない」
という強い思いが国際社会を動かし、批准50か国の達成につな
がったものと確信いたします。
　核兵器を禁止し廃絶する条約を結ぶことを全ての国に求める「ヒ
バクシャ国際署名」は、本年９月に長崎県内の目標署名数である
50万筆を達成しました。また、10月１日現在で世界の164の国・
地域から国内の1,733都市を含む7,961都市が加盟する平和首長
会議は、各国に対し、同条約に署名・批准するよう訴え続けてい
ます。８月９日の「長崎平和宣言」にあるとおり、核兵器禁止条
約は「核兵器をなくすべきだ」という人類の意思を明確にした条
約です。この条約の内容を包括的で実効性の高いものにしていく
には、核保有国をはじめ、より多くの国が条約に参加しなければ
なりません。
　よって、国におかれては、非核三原則を堅持しつつ、立場の異
なる国々の橋渡しに努め、各国の対話や行動を粘り強く促すこと
によって、核兵器のない世界の実現に向けた国際社会の取組をリー
ドするよう、次の事項に取り組まれることを強く要望いたします。

記

１　唯一の戦争被爆国として一日も早く核兵器禁止条約の署名・
批准を行い、それまでの間は、オブザーバーとして締約国会議
及び検討会議に参加すること。

２　締約国会議の開催にあたっては、最後の被爆地長崎で開催す
るよう働きかけること。

◆
概
要
・
審
査
結
果

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
安
全
安
心
に
読
書

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
書
籍
専

用
除
菌
機
の
購
入
費
用
及
び
電
子
図
書
館
の

導
入
費
用
を
含
む
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
教
育
厚
生
委
員
会
で
は
、
今
後
、
公
民
館

併
設
の
図
書
室
等
に
も
除
菌
機
を
設
置
す
る

考
え
の
有
無
に
つ
い
て
質
す
な
ど
内
容
検
討

の
結
果
、
原
案
を
可
決
し
、
本
会
議
で
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
紫
外
線
除
菌
ラ
ン
プ
を
組

み
込
ん
だ
書
籍
専
用
の
除
菌
機
を
３
台
購
入

し
、
市
立
図
書
館
に
設
置
し
ま
す
。
利
用
者

自
身
で
機
器
を
操
作
し
、
紫
外
線
に
よ
る
除

菌
や
風
力
に
よ
る
埃
除
去
を
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
著
作
権
の
保
護
期
間
が
終
了

し
た
作
品
等

を
、
来
館
せ

ず
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
等

で
閲
覧
で
き

ま
す
。（
３

月
か
ら
開
始

予
定
） 安

全
安
心
に
図
書
館
が

安
全
安
心
に
図
書
館
が

利
用
で
き
ま
す

利
用
で
き
ま
す

▲意見書の採決の様子

▲書籍除菌機の利用イメージ
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災
害
復
旧
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
に
、

災
害
時
の
工
事
や
修
繕
の
発
注
の
在
り
方
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

 

本
市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、
建
設

工
事
も
含
め
、
原
則
と
し
て
一
定
の
入
札
参

加
資
格
要
件
を
満
た
し
た
者
が
参
加
で
き
る

制
限
付
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
る
。

　
入
札
に
お
い
て
受
注
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
、

同
日
に
執
行
し
た
案
件
の
落
札
は
１
業
者
１

件
と
す
る
同
日
落
札
制
限
な
ど
を
設
け
て
い

る
が
、
市
民
の
安
全
を
守
り
一
日
も
早
く
平

常
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
早
期
着
工

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
災
害
復
旧
工
事
に
関

し
て
は
、
落
札
制
限
を
除
外
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
迅
速

に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
、
地
元
へ
の
貢
献
意

欲
を
持
つ
建
設
業
者
に
事
前
に
登
録
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
、
災
害
に
対
応
し
た
事
業
者
に
対

し
て
は
、
入
札
に
お
い
て
年
間
落
札
回
数
の
制

限
を
緩
和
す
る
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
災
害
時

に
よ
り
早
急
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

明
政
ク
ラ
ブ

災
害
時
に
お
け
る
工
事
発
注
の
在
り
方

問答

一
般
質
問

	

新
大
工
町
電
停
の
側
に
横
断
歩
道
が
設

置
さ
れ
、
歩
道
橋
が
撤
去
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
、
な
ぜ
市
が
費
用
負
担
し
て
新
た

な
歩
道
橋
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 

新
大
工
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、

北
街
区
と
南
街
区
の
施
設
が
相
互
に
機
能
を

補
完
し
、
一
体
と
な
る
こ
と
で
１
つ
の
再
開

発
事
業
と
し
て
認
可
を
受
け
て
お
り
、
両
街

区
の
物
理
的
な
接
続
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

歩
道
橋
は
都
市
計
画
に
お
け
る
主
要
な
公
共

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
様
々
な
経

緯
を
経
た
中
で
、
国
と
の
協
議
も
踏
ま
え
な

が
ら
進
め
て
き
て
お
り
、
再
開
発
ビ
ル
を
玄

関
口
と
し
て
新
大
工
町
商
店
街
へ
の
回
遊
を

促
す
な
ど
、
歩
行
者
動
線
の
強
化
や
円
滑
で

安
全
な
横
断
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
歩
道
橋
は
市
が
造
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
も
官
民
が
協
力
し
、
新
大
工
町
地
区

の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
整
備
を
進
め
た
い
。

新
大
工
町
電
停
側
の
歩
道
橋
の
建
設

問答

	

保
育
所
等
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

 

国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
マ
ス
ク
の
配

付
や
消
毒
液
の
優
先
発
注
の
調
整
を
行
う
と

と
も
に
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、
感

染
拡
大
防
止
に
必
要
な
消
耗
品
や
備
品
等
の

購
入
費
用
、
日
常
的
な
消
毒
等
に
要
し
た
か

か
り
増
し
経
費
に
対
し
、
年
間
上
限
50
万
円

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
２

年
度
分
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
の
補
助
に

加
え
、
一
時
預
か
り

や
延
長
保
育
等
の
事

業
ご
と
に
上
限
50
万

円
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、

各
施
設
で
は
判
断
が

困
難
な
、
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
市
独
自

の
対
応
方
針
を
示
す

な
ど
、
積
極
的
な
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
感
染
状
況
や
国
の
動
向
等
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
な
が
ら
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
保
育
所
等
へ
の
支
援

問答

	

市
長
は
11
月
に
広
島
市
長
と
と
も
に
上

京
し
、
政
府
や
政
党
に
要
請
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
成
果
や
反
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

11
月
20
日
、
外
務
省
を
訪
問
し
、
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
や
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
主
要

な
政
党
の
代
表
者
等
に
対
し
、
国
会
の
場
で

活
発
で
建
設
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
要
請
書
を
手
渡
し
た
。
政
府
か
ら
は
従

来
ど
お
り
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
が
、
自

由
民
主
党
か
ら
「
ま
ず
は
党
内
の
外
交
部
会

で
議
論
を
行
う
よ
う
提
案
し
た
い
」
と
い
う

回
答
を
得
る
な
ど
、
各
政
党
か
ら
は
前
向
き

な
見
解
が
示
さ
れ
、
要
請
後
の
衆
議
院
予
算

委
員
会
や
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
相
次

い
で
条
約
に
関
す
る
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
条
約
批
准
国
や
国
際
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
帯
し
な
が
ら
、
諦
め
る
こ

と
な
く
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
の
要
請

問答

▲建設予定の歩道橋の位置図

▲鷲尾外務副大臣に要請書を手渡す
　田上市長と松井広島市長
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外
で
の
飼
育
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

事
前
の
問
合
せ
に
対
し
て
、
受
入
れ
が
困
難

な
こ
と
を
お
伝
え
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
平
時
か
ら
の
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け

や
ケ
ー
ジ
の
準
備

な
ど
ペ
ッ
ト
避
難

の
ル
ー
ル
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、

屋
内
に
飼
育
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
、

台
風
時
で
も
同
行

避
難
が
で
き
る
避

難
所
の
開
設
を
検

討
し
て
い
く
。

	

計
画
を
生
か
し
、
実
行
す
る
た
め
に
は
、

積
み
残
さ
れ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
課
題
解
決
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

 

計
画
で
重
点
区
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

東
山
手
・
南
山
手
区
域
で
は
、
令
和
２
年
８

月
に
地
元
主
体
の
長
崎
居
留
地
歴
史
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
設
置
し
、
本
市
と
地
域
が
協

働
し
て
将
来
像
と
な
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
来
年

度
以
降
、
具
体
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

　
一
方
で
、
従
来
か
ら
の
課
題
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、
重
点
区
域
周

自
民
創
生

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
生
か

す
た
め
の
課
題
の
解
決

問答

	

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
や
男
女

共
同
参
画
推
進
の
観
点
か
ら
、
市
の
申
請
書

等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
不
要
な
性
別
欄
を
な

く
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

 

平
成
28
年
３
月
に
改
訂
し
た
「
第
２
次

長
崎
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
取
組
と
し
て
、
毎
年
度
、
性

別
記
載
欄
の
削
除
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
性
別
記
載
欄
を
廃
止
し
た
件
数

は
31
件
、
残
る
書
類
は
令
和
元
年
度
調
査
時

点
で
454
件
で
あ
る
。

　
法
律
に
準
じ
て
い
た
り
、
業
務
上
、
男
女

の
統
計
が
必
要
な
こ
と
も
あ
っ
て
廃
止
困
難

な
も
の
も
あ
る
が
、
今
後
、
完
全
な
廃
止
は

で
き
な
く
と
も
、
自
認
す
る
性
別
を
記
載
す

る
こ
と
を
可
と
し
た
り
、
任
意
記
入
の
方
法

も
加
え
る
な
ど
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

	

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
が
で
き
る
避
難

所
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

 

ペ
ッ
ト
を
避
難
者
と
同
じ
居
住
ス
ペ
ー

ス
で
飼
育
管
理
す
る
同
伴
避
難
は
、
動
物
の

鳴
き
声
や
臭
い
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

人
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
認
め
て
い
な
い
が
、

ペ
ッ
ト
を
避
難
者
と
別
の
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育

管
理
す
る
同
行
避
難
は
認
め
て
い
る
。
た
だ

し
、
台
風
第
10
号
の
際
は
、
暴
風
に
よ
り
屋

申
請
書
等
に
お
け
る
不
要
な
性
別
欄

の
削
除

問答災
害
時
の
ペ
ッ
ト
避
難
所

問答

辺
の
エ
リ
ア
を
含
ん
だ
広
い
視
点
で
、
関
係

部
局
と
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
積
み
残
さ
れ

た
地
域
課
題
の
解
決
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
…
地
域
に
お

け
る
固
有
の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映
し
た

人
々
の
活
動
や
建
造
物
を
守
り
育
て
、
次

世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
自
治
体
が
策
定
し
た
計
画
を
国
が

認
定
し
、
支
援
を
行
う
も
の
。

本
市
で
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
を
背
景
に
、

居
留
地
文
化
や
町
人
文
化
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
と
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
令
和
２
年

３
月
に
国
か
ら
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

	

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
当
た
り
、
教

員
へ
の
周
知
や
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ

た
授
業
改
善
を
行
う
と
い
う
視
点
で
様
々
な

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
年
間
50
校
程

度
の
学
校
訪
問
の
中
で
授
業
を
参
観
し
、
管

理
職
や
授
業
を
行
っ
た
教
職
員
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
助
言
や
指
導
を
行
い
、
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
力
向

上
や
道
徳
教
育
、
外
国
語
教
育
な
ど
の
研
究

校
を
指
定
し
、
研
究
会
で
の
指
導
助
言
を
行

い
、
先
進
的
な
取
組
の
成
果
を
全
て
の
学
校

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
要
望
に

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
教
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト

問答

応
じ
て
校
内
研
修
へ
の
指
導
主
事
の
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
…
文
部
科
学
省
が
定
め
て

い
る
教
育
課
程
の
基
準
。
お
よ
そ
10
年
に

１
度
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
で

は
、生
き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
、資
質
・

能
力
を
３
つ
の
柱
「
知
識
・
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
で
整
理
し
て
お

り
、
小
学
校
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ

れ
る
。

	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
流
通
が
滞
っ
て
い
る

水
産
加
工
品
の
学
校
給
食
で
の
活
用
策
を
伺

い
た
い
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
外
食
産
業
で
水
産
物
や
水
産
加
工
品

の
需
要
が
減
少
し
、
生
産
者
や
加
工
業
者
等

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
中
、

本
市
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
在
庫
の
滞
留
が
生
じ
て
い
る

県
内
水
産
物
の
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ

約
14
万
６
千
食
を
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

３
年
１
月
に
は
、
通
常
の
学
校
給
食
食
材
の

公

明

党

水
産
加
工
品
の
学
校
給
食
で
の
活
用
策

問答
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令
和
２
年
９
月
の
台
風
及
び
集
中
豪
雨

に
よ
る
国
道
499
号
や
河
川
の
被
害
状
況
と
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

脇
岬
町
や
黒
浜
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
土
砂

の
流
入
や
越
波
な
ど
で
道
路
が
冠
水
し
、
通

行
止
め
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
長
崎
県
が

復
旧
作
業
に
当
た
っ
た
が
、
脇
岬
町
で
は
落

石
防
護
柵
の
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
現
在
も

片
側
交
互
規
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早
期
全

面
復
旧
と
災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
に
向
け

て
県
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
上
流
の
河
川
の
法
面

が
大
雨
な
ど
に
浸
食
さ
れ
、
土
砂
が
下
流
に

一
気
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
で
道
路
や
田
畑
に

流
れ
出
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
風ふ

う
破ば

木き

川が
わ
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
一
部
区
間
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、

引
き
続
き
地
元
自
治
会
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
整
備
を

進
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
根

本
的
な
対
策

と
し
て
、
県

に
よ
る
河
川

上
流
の
砂
防

事
業
化
に
つ

い
て
働
き
か

け
て
い
き
た

い
。 野

母
崎
地
区
の
防
災
対
策

問答

調
達
の
一
環
と
し
て
、
市
内
水
産
加
工
品
を

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
も
学
校
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
水
産
物
や
水
産
加
工
品
の
消
費

拡
大
、
流
通
促
進
に
努
め
て
い
く
。

	

市
の
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て
、
電
話

等
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
場

所
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

本
市
の
法
律
相
談
は
、
毎
週
月
、
火
、

木
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、
実
施
日
の
午
前

８
時
45
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
先
着
10
名

ま
で
受
付
を
行
っ
た
後
、
抽
選
に
よ
り
順
番

を
決
定
し
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
の
間

に
、
一
人
に
つ
き
15
分
か
ら
20
分
程
度
で
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
実
施
方
法
で
は
受
付
か
ら
相
談
終

了
ま
で
長
時
間
を
要
し
、
相
談
者
に
と
っ
て

利
用
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
つ
い
て

は
十
分
配
慮
し
て

い
る
が
、
新
市
庁

舎
に
お
い

て
よ
り
充

実
を
図
り

た
い
。

無
料
法
律
相
談
窓
口
の
改
善

問答

	

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

の
協
議
状
況
と
本
市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

 

事
業
者
と
の
協
議
や
情
報
交
換
は
、
多

い
時
は
週
に
数
回
行
っ
て
お
り
、
最
寄
り
の

公
共
交
通
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
や
マ

イ
カ
ー
利
用
に
よ
る
交
通
渋
滞
へ
の
対
策
な

ど
、
必
要
な
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
９
月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

令
和
長
崎

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗

問答

ト
用
地
を
含
む
市
の
中
心
部
エ
リ
ア
が
国
か

ら
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
を
受
け
、

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
可
能
と
な
っ
た
ほ

か
、
工
業
地
域
か
ら
商
業
地
域
へ
の
用
途
地

域
変
更
の
手
続
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
に
お
い
て
ス
タ
ジ
ア
ム
や

ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
施
設
基
本
設
計
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
予
定
で
は
令
和
４
年
の
着
工
、

令
和
６
年
の
初
め
頃
の
完
成
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
必
要
な
協
議
を
遅
滞
な

く
進
め
て
い
く
。

	

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
介
護
人
材
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
が
、

本
市
に
お
け
る
今
後
の
介
護
人
材
の
不
足
数

の
試
算
と
人
材
確
保
策
を
伺
い
た
い
。

 

長
崎
県
が
平
成
29
年
度
に
推
計
し
た
介

護
職
員
の
需
要
と
供
給
の
見
込
み
で
は
、
令

和
７
年
度
に
県
下
で
約
３
３
０
０
人
の
不
足

が
見
込
ま
れ
、
人
口
割
合
に
す
る
と
本
市
は

約
１
０
０
０
人
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

　
介
護
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
県
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
や
元
気
高
齢
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
、
小
学
校
高
学
年
へ
の
体
験

学
習
の
実
施
、
外
国
人
の
人
材
を
安
定
的
に

受
け
入
れ
る
仕
組
み
作
り
な
ど
、
新
た
な
介

護
人
材
の
発
掘
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
高

齢
者
が
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
自
立
支
援
、
重
度
化
防
止

策
に
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
人
材
の
確
保

問答

▲被災した風
ふう
破
ば
木
き
川
がわ
の様子

▲幸町に建設予定のスタジアム（イメージ図）

※構想段階のため、今後デザインを含め変更の可能性があります。
提供：ジャパネットホールディングス
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台
教
育
施
設

用
地
に
加
え
、

中
部
は
川
平

小
学
校
跡
地
、

南
部
は
香
焼

町
市
有
地
を

適
地
と
し
て

選
定
し
て
い

る
。

　
南
部
に
お
け
る
地
元
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
香
焼
地
区
連
合
自
治
会
に
相
談
し
た
上

で
、
当
該
敷
地
の
利
用
団
体
へ
意
見
聴
取
を

行
う
と
と
も
に
近
隣
住
民
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
対
応
に
つ
い
て

文
書
で
ま
と
め
、
再
度
、
住
民
説
明
会
の
開

催
案
内
を
し
た
方
全
員
に
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
要
望
が
あ
れ
ば
再
度
説
明
の
機

会
を
設
け
た
い
。
連
合
自
治
会
か
ら
は
、
行

政
と
地
域
住
民
が
お
互
い
の
立
場
を
思
い
や

り
な
が
ら
建
設
計
画
を
推
進
す
る
よ
う
話
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
地
元
の
皆
様
の
意
見
を

踏
ま
え
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

加
齢
に
よ
っ
て
難
聴
と
な
っ
た
人
が
補

聴
器
を
購
入
す
る
場
合
に
、
市
が
助
成
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

 

身
体
障
害
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
の

助
成
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
助

成
制
度
が
あ
り
、
要
件
は
、
聴
覚
障
害
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
聴

力
が
、
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
で

発
声
さ
れ
た
会
話
の
言
葉
を
理
解
で
き
な
い

程
度
で
あ
る
、
両
耳
で
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

場
合
等
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
聴
覚
障
害
が
あ
る

65
歳
以
上
の
約
２
８
０
０
人
の
う
ち
、
約

１
９
０
０
人
に
補
聴
器
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
加
齢
性
も
含
め
た
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
費
の
助
成
は
、
対
象
者
が
大
幅
に
広

が
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で

は
、
国
の
補
助
制
度
が
な
い
中
で
の
実
施
は

困
難
で
あ
る
。

	

南
部
の
大
型
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、地
域
住
民
へ
の
周
知
不
足
で
は
な
い
か
。

 

現
在
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
場

所
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
北
部
の
豊
洋

日
本
共
産
党

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
の

助
成

問答学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

問答

議案番号 件　　　　　　名 付託委員会 議決結果
第117号 令和元年度長崎市水道事業会計決算 建 設 水 道 認　定
第118号 令和元年度長崎市下水道事業会計決算 建 設 水 道 〃
第152号 令和元年度長崎市一般会計歳入歳出決算 所管の各常任委員会 〃
第153号 令和元年度長崎市観光施設事業特別会計歳入歳出決算 環 境 経 済 〃
第154号 令和元年度長崎市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃
第155号 令和元年度長崎市土地取得特別会計歳入歳出決算 建 設 水 道 〃
第156号 令和元年度長崎市中央卸売市場事業特別会計歳入歳出決算 環 境 経 済 〃
第157号 令和元年度長崎市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 建 設 水 道 〃
第158号 令和元年度長崎市財産区特別会計歳入歳出決算 総 　 　 務 〃
第159号 令和元年度長崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃
第160号 令和元年度長崎市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃
第161号 令和元年度長崎市生活排水事業特別会計歳入歳出決算 建 設 水 道 〃
第162号 令和元年度長崎市診療所事業特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃
第163号 令和元年度長崎市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃
第164号 令和元年度長崎市立病院機構病院事業債管理特別会計歳入歳出決算 教 育 厚 生 〃

▲イメージ図（豊洋台）
▲北部、中部、南部にそれぞれ建設
　予定の学校給食センターの位置図

令和元年度決算の議決結果
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総

務

委

員

会

　
総
務
費
に
お
い
て
、
自
治
会
へ
の
加
入
率

が
70
％
を
切
り
、
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
因
の
分
析
と
加
入

促
進
の
た
め
の
取
組
方
針
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
た
め
に
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
を
窓
口
交
付
手
数

料
よ
り
も
低
額
に
す
る
考
え
な
ど
に
つ
い
て

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
部
委
員
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
一

方
、
自
治
会
加
入
促
進
は
市
民
生
活
部
だ
け

で
な
く
、
全
庁
横
断
的
に
対
応
す
る
た
め
、

企
画
財
政
部
が
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
、
自

治
会
未
加
入
世
帯
へ
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
説
明
し
、
加
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
積
極
的

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
、
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
割
引
を
早
急
に
検
討
す

る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
メ
リ
ッ

ト
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
、
人
員
・
資
材
の
不

足
や
立
地
の
問
題
な
ど
、
台
風
第
10
号
の
接

近
に
よ
り
生
じ
た
課
題
を
早
急
に
整
理
し
、

現
場
の
声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
避
難
所
の
在

り
方
を
見
直
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
付

し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会

　
民
生
費
に
お
い
て
、
多
機
関
型
包
括
的
支

援
体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業
の
取
組
実
績
と
成

果
、
障
害
児
通
学
支
援
費
の
執
行
率
が
低
い

理
由
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
新
設
の
た
め

の
公
募
等
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
部
委
員
か
ら
、
消
費
税
増

税
や
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
生
活
扶
助
等

の
引
き
下
げ
が
反
映
さ
れ
た
決
算
に
つ
い
て

は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ

れ
た
一
方
、
野
母
崎
地
区
の
医
療
の
中
核
施

設
で
あ
る
野
母
崎
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
定

期
点
検
等
を
し
っ
か
り
行
い
、
健
全
な
有
効

利
用
を
推
進
し
て
ほ
し
い
、
長
崎
原
爆
遺
跡

旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
、
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
、

工
賃
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
よ
う
民
間
事
業
者

と
も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、

ま
ち
ね
こ
の
不
妊
化
の
取
組
に
つ
い
て
、
少

し
で
も
殺
処
分
を
減
ら
す
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て
、

学
校
現
場
の
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
付
し
た
賛
成
意

見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

環
境
経
済
委
員
会

　
農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
、
農
業
者
の
担

い
手
育
成
に
係
る
予
算
の
執
行
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
原
因
と
対
策
な
ど
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
商
工
費
に
お
い
て
は
、
若
年
者
雇

用
促
進
に
つ
い
て
目
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
る
理
由
と
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
今

ま
で
以
上
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
考
え
の

有
無
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
お
け
る
購
入

申
請
者
が
少
な
か
っ
た
理
由
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
疲
弊
し
た

経
済
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
一
部
委
員
か
ら
、
地
元
の
中

小
企
業
へ
の
直
接
支
援
が
少
な
い
中
で
、
多

額
の
企
業
立
地
推
進
費
の
支
出
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
一

方
、
他
都
市
と
比
べ
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
の
減
少
幅
が
大
き
い
こ
と
か
ら
実
績
を

上
げ
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
、
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
進
め
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
付
し
た
賛
成

意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

　
土
木
費
に
お
い
て
、
利
用
が
少
な
く
管
理

が
行
き
届
い
て
い
な
い
公
園
の
再
編
や
廃
止

を
す
る
考
え
の
有
無
、
池
島
航
路
と
高
島
航

路
の
今
後
の
方
向
性
、
老
朽
危
険
空
き
家
対

策
と
し
て
危
険
度
判
定
の
基
準
を
緩
和
し
て

崩
壊
前
に
対
応
で
き
る
範
囲
を
広
げ
る
考
え

の
有
無
、
公
共
工
事
を
行
う
可
能
性
が
高
い

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
を
優
先
し
て

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
考
え
、
市
外
業
者
に

発
注
し
て
い
る
長
崎
駅
周
辺
デ
ザ
イ
ン
な
ど

の
高
度
な

業
務
を
市

内
業
者
が

受
注
で
き

る
よ
う
地

場
業
者
を

育
成
す
る

考
え
な
ど

に
つ
い
て

慎
重
に
審

査
し
た
結

果
、
異
議

な
く
本
決

算
を
認
定

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算
の
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
主
な
内
容

　
議
会
で
は
毎
年
度
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
予
算
目
的
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
教
育
厚
生
、
環
境
経
済
、

建
設
水
道
委
員
会
が
10
月
12
日
か
ら
14
日
（
14
日
は
教
育
厚
生
委
員
会
の
み
）、
総
務
委
員
会
が
10
月
15
日
、
16
日
に
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

※多目的広場完成時のイメージで今後変更
になる可能性があります。▲長崎駅の東口駅前完成イメージ
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議案番号 件　　　　　　名 付託委員会 議決結果

第166号 令和２年度長崎市一般会計補正予算（第13号） 所管の各常任委員会 原案可決

第167号 令和２年度長崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 教 育 厚 生 〃

第168号 令和２年度長崎市駐車場事業特別会計補正予算（第３号） 建 設 水 道 〃

第169号 令和２年度長崎市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 教 育 厚 生 〃

第170号 長崎市事務分掌条例の一部を改正する条例 総 務 〃

第171号 長崎市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 教 育 厚 生 〃

第172号 長崎市立保育所条例の一部を改正する条例 教 育 厚 生 〃

第173号 長崎市市民センター条例の一部を改正する条例 総 務 〃

第174号 長崎市営住宅条例の一部を改正する条例 建 設 水 道 〃

第175号 長崎市火災予防条例の一部を改正する条例 総 務 〃

第176 ～ 186号 公の施設の指定管理者の指定について（長崎市永井隆記念館ほか10件） 所管の各常任委員会 〃

第187号 土地の減額貸付けについて（中園町） 環 境 経 済 〃

第188号 市道路線の認定について（認定３件） 建 設 水 道 〃

第189号 工事の請負契約の締結について（市道江平浜平線トンネル新設工事） 建 設 水 道 〃

第190 ～ 196号 工事の請負契約の一部変更について（長崎市新庁舎建設建築工事※１ほか６件）所管の各常任委員会 〃

第197号 公有水面埋立てに関する意見について（琴海大平町） 建 設 水 道 〃

第198 ～ 199号 財産の取得について（モバイルルーターほか１件） 教 育 厚 生 〃

第200号 令和２年度長崎市一般会計補正予算（第14号） 総 務 〃

第201号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総 務 〃

第202号 令和２年度長崎市一般会計補正予算（第15号） 建 設 水 道 〃

※全ての議決結果は、長崎市議会ホームページでご覧になれます。

※１ 上空から撮影した新市庁舎の工事現場

11月定例会の議決結果（予算・条例など）
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Ｇ
ｏ	

Ｔ
ｏ
自
治
会
応
援
事
業
費
な
ど
、
令
和

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

（
総
務
委
員
会
付
託
分
）
を
可
決

総

務

委

員

会

　
総
務
費
に
お
い
て
、
自
治
会
活
動
に
係
る

マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
感
染
症
対
策
経
費
を

補
助
す
る
た
め
の
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
自
治
会
応
援

事
業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
補
助
金
交
付
決
定
前
に
購

入
し
た
備
品
等
を
特
例
と
し
て
補
助
対
象
に

す
る
考
え
や
、
補
助
対
象
を
市
内
店
舗
で
の

購
入
分
に
限
定
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
既

に
購
入
し
た
分
は
市
外
店
舗
で
の
購
入
分
も

対
象
と
す
る
考
え
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
か
ら
は
、
委
員
会
か
ら
の
指
摘
を

受
け
、
本
事
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
異
例
の
事
態
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
交
付
決
定
前
に
購
入
し
た
経
費
は
令

和
２
年
４
月
１
日
ま
で
遡
っ
て
補
助
対
象
と

し
た
い
、
ま
た
、
交
付
決
定
前
の
購
入
分
は
、

領
収
証
等
が
あ
る
場
合
、
市
外
店
舗
で
の
購

入
分
も
補
助
対
象
に
し
た
い
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
補
助
金
の
交
付
決
定
前
と
後

で
補
助
対
象
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
混
乱
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

質
す
な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
一
部
委
員
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
認
め
ら

れ
な
い
な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
自
治
会
応
援
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
手
続
の

簡
素
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
付

し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
186
号
議
案
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
、
長
崎
市
民
会

館
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
応
募
団
体
が
１
者
し
か

い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
団

体
が
応
募
し
や
す
く
す
る
た
め
の
市
の
取

組
状
況
、
管
理
体
制
に
お
け
る
正
規
職
員

の
配
置
予
定
数
と
非
正
規
職
員
の
待
遇
、

社
会
教
育
に
関
す
る
市
の
方
針
と
指
定
管

理
者
が
実
施
す
る
事
業
と
の
整
合
を
図
る

た
め
の
方
策
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
に
つ
い

て
質
す
な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
部
委
員
か
ら
、
市
民
会

館
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て

公
的
な
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
反
対
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
商
工
費
に
お
い
て
、
長
崎
地
域
の
社
会
経

済
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
将
来
予
測
等

の
基
礎
調
査
を
行
い
、
基
礎
調
査
を
も
と
に

経
済
成
長
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の
経
済

成
長
戦
略
策
定
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
策
定
に
当
た
っ
て
、
様
々

な
関
係
団
体
の
声
を
聞
き
な
が
ら
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
考
え
の
有
無
に
つ
い

て
質
す
な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
か
ら
初
め
て
迎
え
る
冬
場

で
あ
り
、
今
後
、
自
粛
や
休
業
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
長
崎
市
の
経
済
が
少
し
で
も

落
ち
込
ま
な
い
よ
う
、
臨
機
応
変
に
即
効
性

の
あ
る
予
算
執
行
を
常
に
考
え
、
市
民
が
今

の
苦
し
い
時
を
乗
り
切
っ
て
い
こ
う
と
い

う
意
欲
が
出
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
な

ど
の
要
望
を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、

異
議
な
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
178
号
議
案
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
、
長
崎
市
茂
里

町
駐
車
場
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
指
定

管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
長
崎
市
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
障
害

者
用
駐
車
場
の
台
数
を
柔
軟
に
確
保
す
る

考
え
の
有
無
、
申
請
が
あ
っ
た
２
者
の
う

ち
市
営
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
実
績
が

な
い
１
者
が
失
格
基
準
に
該
当
し
た
こ
と

か
ら
、
失

格
し
た
事

業
者
へ
の

事
前
説
明

の
状
況
に

つ
い
て
質

す
な
ど
、

内
容
検
討

の
結
果
、

異
議
な
く

原
案
を
可

決
し
ま
し

た
。

長
崎
市
民
会
館
の
指
定
管
理
者
を
決
定

教
育
厚
生
委
員
会

経
済
成
長
戦
略
策
定
費
な
ど
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）（
環
境
経
済

委
員
会
付
託
分
）
を
可
決

環
境
経
済
委
員
会

長
崎
市
茂
里
町
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
決
定

建
設
水
道
委
員
会

11
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
主
な
内
容

▲茂里町駐車場の整備イメージ図
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７月２日

７月15日

７月27日

９月１日

９月９日

９月11日

10月12日

10月26日

11月２日

11月24日

11月30日

12月４日

12月11日

〇副議長をはじめ原援協の委員が、原子爆弾被爆者援護対策につい
て関係省庁や国会議員に要望活動を実施（～３日）

❺新型コロナウイルス感染症対策など長崎市政に関する要望書を、
市長・議長の連名で県知事と県議会議長に提出

〇７月臨時会開会
〇総額12億9,830万円の補正予算（第９号）を可決
　（豪雨による災害復旧費等）
　〔市長提出議案６件について、それぞれ審議決定〕

〇９月定例会開会（～ 11日）

〇総額54億3,655万２千円の補正予算（第10号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：お得に泊まって長崎市応援キャンペーンの増額、

超高速インターネット環境整備等）
〇総額２億7,274万７千円の補正予算（第11号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：子育て応援特別給付金）

❻選挙により、第57代長崎市議会議長に井上重久議員を選出
〇長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選出
　井上重久議員、岩永福子議員
９月定例会では、市長提出議案43件、議員提出議案の意見書
１件について、それぞれ審議決定

〇令和元年度一般会計、各特別会計及び各公営企業会計に係る決算
議案を審査

　　教育厚生委員会（10月12日～ 14日）
　　環境経済委員会、建設水道委員会（10月12日・13日）
　　総務委員会（10月15日・16日）

❼核兵器禁止条約の発効に向けたカウントダウン点灯式を開催

〇11月臨時会開会
〇核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書を可決（P2）
〇総額11億9,491万３千円の補正予算（第12号）の専決処分を承認
　（豪雨による災害復旧費等）
市長提出議案６件、議員提出議案の意見書１件について、
それぞれ審議決定

〇11月定例会開会（～ 12月11日）
〇令和元年度長崎市一般会計歳入歳出決算など15件の決算議案に

ついてそれぞれ認定

❽環境経済委員会が、令和3年11月開業に向けて建設中の「出島
メッセ長崎」を現地視察

〇総額62億7,489万１千円の補正予算（第13号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：Go To 自治会応援事業等）
〇総額▲３億6,295万８千円の補正予算（第14号）を可決
　（職員等給与費の減額等）

〇補正予算（第15号）を可決（恐竜博物館前広場整備工事に係る繰越明許費）
11月定例会では、市長提出議案40件、議員提出議案の意見書
１件について、それぞれ審議決定

正副議長から市長へ
要望書提出の様子

❹❹

井上議長の就任挨拶

❻❻

県知事へ要望書提出の様子

❺❺

出島メッセ長崎の現地視察の様子

❽❽

核兵器禁止条約の発効に向けた
カウントダウン点灯式

❼❼
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１月19日

１月31日

２月21日

３月６日

３月13日

４月14日

４月24日

５月13日

６月５日

６月15日

６月17日

❶世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の登
録１周年記念PR活動及びローマ教皇謁見等のため、議長が副市
長とともにパリ、バチカン市国を訪問（～ 24日）

❷稲佐山中腹駐車場と山頂展望台を結ぶ「長崎稲佐山スロープカー」
の運行開始

〇２月定例会開会（～３月13日）
〇交通対策特別委員会、周辺地区まちづくり対策特別委員会、防災

対策特別委員会の調査終了に伴い、各特別委員長が調査結果を本
会議に報告

〇常任委員会、議会運営委員会の委員を選任

〇長崎市における新型コロナウイルス感染症対策について、全員協
議会を開催

〇総額2,260億1,000万円の令和２年度長崎市一般会計当初予算を
可決

〇総額▲10億8,260万円の令和２年度長崎市一般会計補正予算
　（第１号）を可決  ※以下「総額○円の補正予算（第○号）」と記載
〇総額１億円の補正予算（第２号）を可決
〇長崎市総合計画策定条例を可決
❸選挙により、第63代長崎市議会副議長に向山宗子議員を選出
〇長崎駅周辺整備・交通結節対策特別委員会、観光客誘致対策特別

委員会、人口減少対策特別委員会を設置
　〔２月定例会では、市長提出議案77件について、それぞれ審議決定〕

〇長崎市議会新型コロナウイルス感染症対策会議を設置

❹新型コロナウイルス感染症対策に係る市議会各会派からの要望等
を取りまとめて市長に提出

〇５月臨時会開会
〇総額15億4,720万５千円の補正予算（第３号）の専決処分を承認
　（新型コロナ緊急経済対策：事業持続化支援金等）
〇総額422億336万４千円の補正予算（第４号）の専決処分を承認
　（新型コロナ緊急経済対策：特別定額給付金等）
〇総額20億5,683万２千円の補正予算（第５号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：事業持続化支援金等）
　〔市長提出議案13件について、それぞれ審議決定〕

〇６月定例会開会（～ 17日）
〇総額５億637万６千円の補正予算（第６号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：プレミアム商品券、お得に泊まって長崎市応援

キャンペーン等）

〇総額27億981万７千円の補正予算（第７号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：WELCOME TO NAGASAKIキャンペーン、

学習者用コンピュータ整備等）

〇総額５億9,918万１千円の補正予算（第８号）を可決
　（新型コロナ緊急経済対策：ひとり親世帯臨時特別給付金）
　〔６月定例会では、市長提出議案40件について、それぞれ審議決定〕

長崎稲佐山スロープカーの
オープニングセレモニー

❷❷

ユネスコ本部があるパリにおいて、
長崎の魅力をPR

❶❶

長崎稲佐山スロープカー

❷❷

令和元年11月に来崎されたローマ教皇に
謝意を表す佐藤議長

❶❶

向山副議長の就任挨拶

❸❸
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長崎市議会
事務局

Facebook

　
次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、
同
意
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

 
有
馬　
一
郎　
氏
（
新
任
）

 

前
田　
利
孝　
氏
（
再
任
）

 

宮
﨑　
洋
平　
氏
（
再
任
）

　
次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
国

会
及
び
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

▼ 

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
に
関
す
る
意
見
書

※ 

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
長
崎
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
委
員
会
審
査
を
行
っ
た
請
願
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼ 

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
に
関
す
る
請
願

 

（
教
育
厚
生
委
員
会
／
採
択
）

　
委
員
会
審
査
を
行
っ
た
陳
情
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

環
境
経
済
委
員
会

▼ 

養
生
所
／
（
長
崎
）
医
学
校
等
遺
跡
の
保

存
・
保
護
・
整
備
・
公
開
に
関
す
る
陳
情

ⅩⅧ
及
び
長
崎
奉
行
所
西
役
所
等
遺
跡
群
の

調
査
・
保
存
・
活
用
・
公
開
・
整
備
に
関

す
る
陳
情
Ⅸ 人

　
　
　
　
事

議 

員 

提 

出 
議 
案

請
　
　
　
　
願

陳
　
　
　
　
情

建
設
水
道
委
員
会

▼ 

一
般
国
道
324
号
「（
仮
称
）
茂
木
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
事
業
着
手

及
び
県
道
野
母
崎
宿
線
（
千
々
～
飯
香
浦
）
の
整
備
に
関
連
す

る
地
籍
調
査
の
促
進

　バテイさんは、長崎市議会議場の議員席が全国的にもめずらしい
馬蹄形（ばていけい）であることをヒントに事務局職員がデザイン
したキャラクターです。（馬蹄形…馬のひづめの形という意味）
　「教えて！バテイさん～３分でわかる議会のしくみ～」をはじめ、
議会の動きをわかりやすく発信しています。ぜひご覧ください。

議会の動きを
発信しています。

平日は毎日更新中！ 

長崎市議会事務局
キャラクター
「バテイさん」

２ 月 定 例 会 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

2/21 22
本会議

（招集日）

23
（天皇誕生日）

24
休会

（議案研究）

25
休会

（議案研究）

26
本会議

（一般質問）

27
　

28

　

3/1
休会

（市立高校卒業式）

2
本会議

（一般質問）

3
本会議

（一般質問）

4
本会議

（一般質問）

5
常任委員会

6

7

　

8
常任委員会

9
常任委員会

10
常任委員会

11
常任委員会

12
常任委員会

13

14 15
常任委員会

16
休会

（議事整理）

17
本会議

（委員長報告等）

18 19 20

※日程は変更となる場合があります。


